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市長定例会見
令和５年11月６日（月曜日）13時30分～

１　コドモシゴトタイケンＦＵＮフェスティバルの開催について
２　第10回市民公開講座がんフォーラムの開催について



こどもおしごと体験イベント「FUNフェスティバル」の開催について
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名称 概要

１
こどもおしごとチャレンジ講座
「FUNチャレンジ」の開催
    予算額：10,000千円

・毎週土・日曜日を基本に、仕事体験講座や職場体験を実施
・市内外の各種企業・事業者等と連携
・7/23(日)から実施中で、延べ727人の小学生が参加（10月末現在）

２
こどもおしごとオンライン講座
「FUNオンライン」の開催
　 予算額：2,000千円

・楽しみながら、将来の仕事・職業への関心や探求心を育むオンライン講座
・7/28(金)から実施中で、月1回ライブ配信
・来年2月まで、全8回開催

３
こどもおしごと学びの拠点づくり
映像コーナー
「FUNスポット」の設置など
   予算額：6,000千円

・7/23(日)に、ペアシティ三原西館2階　児童館「ラフラフ」隣接の
　談話ホールに映像コーナーを設置
・仕事・職業を紹介する映像、仕事体験講座の様子などの映像を投影

４
こどもおしごと体験イベント
「FUNフェスティバル」の開催
　 予算額：2,000千円

・さまざまな企業の取組などから仕事・職業、社会を学ぶイベント
・企業と連携し、子どもと企業・会社との出会いなどを創出
・講演・セミナー及び体験ブース形式で、11/19(日)にペアシティ三原西館2階で開催

１ こどもおしごとチャレンジの取組
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初開催！



２ こどもおしごと体験イベント「FUNフェスティバル」のコンセプト

こどもおしごと体験イベント
「FUNフェスティバル」
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・小学生を対象に、さまざまな企業の取組などから仕事・職業や社会について
 学び、体験する機会を創出

・子どもたちが企業の取組や商品・サービス、業界、企業が社会にどのように
 貢献しているのかについて学ぶことは、次世代を担う子どもたちの社会で活き
 る力を育むことや未来のまちを創ることにつながる

３ イベント開催の目的
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日　時 令和5年11月19日（日）13時～16時

場　所 ペアシティ三原西館２階　市民ギャラリー、児童館「ラフラフ」　（三原市城町一丁目2番1号）

定　員 小学1～6年生(150名程度) 及び保護者の計350名

参加費 無料

申　込 11/6（月）17時まで
※申込多数の場合は抽選。申込が定員に達しない場合は再募集（申込先着順）

内　容 企業などによる子ども向けの講義や体験の提供

出展企業

・国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）
・株式会社エフピコ
・株式会社クレディセゾン
・株式会社JTB
・株式会社ダスキン
・日本郵便株式会社
・株式会社バイオーム
・株式会社明治　　　※五十音順

４ イベントの概要
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５ イベントの内容

①セミナー・講演

②体験ブース・展示
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・出展企業（８社）がリレー
 形式で講演
・仕事内容の紹介や企業の
 社会貢献活動などを説明

・企業（８社）が子ども向け
 の体験などを提供
・各ブースで、5～30分程度の
 体験を複数回実施



受
付

②児童館
「ラフラフ」

②市民ギャラリー
ギャラリー１・２

ペアシティ三原西館2階で開催　
 

②体験ブース

②体験ブース ②体験ブース

①セミナー・講演

５ イベント会場
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②体験ブース

①市民ギャラリー
多目的ホール
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  プログラム３

13:05 ～13:20 

13:00 オープニング  三原市長あいさつ   

プログラム１

 プログラム２

株式会社バイオーム 

  プログラム 4

1部 13:05～

株式会社 明治 

株式会社ダスキン 

株式会社クレディセゾン 

13:25 ～13:40

13:45 ～14:00

14:05 ～14:20

-「「未来を、育てよう！明治の食育」とは
                どんなお仕事？」-

-「ダスキンのお仕事について」-

-「『お金を払うこと』を便利にする 
       ～クレジットカード会社のお仕事～ 」-

  プログラム 5

  プログラム 6

国立研究開発法人宇宙航空
研究開発機構（JAXA） 

  プログラム 7

2部 14:40～

株式会社 JTB 

日本郵便株式会社 

-「宇宙を知ろう！宇宙を使おう！ 」-

14:40 ～14:55 

15:00 ～15:15 

15:20 ～15:35 

-「日本郵便のお仕事」-

-「「ココロ動かす旅のチカラ。」
  ～旅のチカラで心豊かな社会つくる仕事～」-

  プログラム 8

株式会社エフピコ15:40 ～15:55 

-「エフピコ方式のリサイクル」-

-「いきものの今を追う ～バイオームが目指す未来～」-

６ セミナー・講演の内容
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株式会社 明治

セミナーテーマ：「未来を、育てよう！明治の食育」とはどんなお仕事？（リレー形式、15分）
 

・明治ホールディングスとはどのような会社で、何を目的に、どんな商品
 やサービスを販売・提供しているのかについて説明
・明治が行う食育活動の意義や仕事内容について説明
・イベントブースで行う食育セミナー「チョコレートのひみつ」について
 紹介

７ 各企業のセミナー・体験ブースの内容

体験ブース： ①「食品ロスをなくそう」クイズにチャレンジ！（5～10分、随時実施）
   明治食育ホームページのコンテンツ「目指せ！食品ロスゼロ」の
  クイズに、ブース設置のタブレット3台または来場者自身のスマート
  フォンを使ってチャレンジ。

②食育セミナー「チョコレートのひみつ」（20分、30組×2回実施）
    チョコレートができるまでを学ぶ食育セミナー「チョコレートのひみつ」
  を約20分間説明。（1回あたり30組約60名参加）
   お土産のマーブルチョコレート塗り絵工作は、ブース内で工作可。 9イメージ写真：職業体験EXPO2022・2023



株式会社 バイオーム

セミナーテーマ：

・生物多様性の状況、生物多様性保全を目的として運用している「いきも
 のコレクションアプリBiome」の仕組みについて説明

・子どもたち一人ひとりが生物多様性保全のためにできることなどを考え、
 自然に目を向けるきっかけとなるような講演の実施

７ 各企業のセミナー・体験ブースの内容

体験ブース： いきもの発見場所を予想せよ！（20分、4組×4回実施）
  三原市の中でも、環境によって、いるいきものが違う？カードを使っ
 て予想してみよう！

・いきものの生態から、生息場所を考えるミニワークショップ。
 「いきものコレクションアプリ Biome」で集まった三原市内の生物分布
 情報を実際に扱うことで、自分たちの生活する町の生物多様性を感じる
 とともに、生物の分布をデータ化する意義について学びを深める。

 いきものの今を追う ～バイオームが目指す未来～（リレー形式、15分）
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株式会社 ダスキン

セミナーテーマ：

・ダスキンが何をしている会社か、創業者の思いを交えて講演

・簡単なおそうじの歴史から、ダスキンが築いてきた「おそうじ文化」を説明

・ダスキンで働く人がもっている理念（感謝の気持ちの大切さ）について説明

７ 各企業のセミナー・体験ブースの内容

体験ブース： どうしてそうじをするのだろう？（15分、15名×8回実施）
 そうじをする意味を知って、自分の身の回りをきれいにできるようにな
ろう！

・そうじをする意味について分かりやすく説明し、ダスキンのホコリの
 研究について知ってもらう。
・そうじをする意味について、質問を交えながら説明を行うとともに、
 ホコリの吸着実験を見てもらい、ダスキンがめざす本当のキレイに
 ついて知ってもらう。

 ダスキンのお仕事について（リレー形式、15分）
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株式会社 クレディセゾン

セミナーテーマ：

・クレディセゾンの紹介～百貨店からクレジットカード会社に転身するまで～
・キャッシュレス社会の到来
  お金の払い方が多様化し、様々なキャッシュレス決済が私たちの生活に
  おいて身近な存在になっていることの紹介。
・カード会社のお仕事、社会との関わり・役割について解説

７ 各企業のセミナー・体験ブースの内容

体験ブース： お金はどこいった！？（30分、18名×テーマ１～3を計5回実施）
  キャッシュレスの真相、クレジットカード、電子マネー、QRコード...
 いろいろな払い方のしくみを知ろう！

【テーマ１】クレジットカードって、なんだろう？

【テーマ２】本当にあったキャッシュレストラブル

【テーマ３】はたらく人の話を聞いてみよう

 『お金を払うこと』を便利にする ～クレジットカード会社のお仕事～（リレー形式、15分）
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株式会社 ＪＴＢ

セミナーテーマ：

・質問を交えながら、旅の魅力について説明
・“旅をつくるしごと”を具体的に紹介し、さまざまな人が関わって一つの
 旅がつくられ、皆さんに届けられていることを伝える
・“旅のチカラ”は、お客様や社会の課題を解決したり、人々の暮らしを
 豊かにしたりすることを伝える

７ 各企業のセミナー・体験ブースの内容

体験ブース： バーチャル修学旅行で沖縄体験！（20分、15名×5回実施）
 簡易ＶＲグラスを使った沖縄の海のＶＲ体験で、ココロ動かす旅の仕事
を体感しよう！

 ・「旅をつくるしごと」、「ココロ動かす旅のチカラ」について知る。
 ・「バーチャル修学旅行」として、VRグラスを使って、沖縄の海を舞台
  に「ココロ動かす体験」を提供。
 ・お仕事体験として「ツアーガイド・アカデミー」を実施。会場で体験
  した仕事の魅力を紹介する“ツアーガイド台本”を作成。

 「ココロ動かす旅のチカラ。」～旅のチカラで心豊かな社会をつくる仕事～
                                （リレー形式、15分）
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日本郵便株式会社

セミナーテーマ：

・郵便局のお仕事について分かりやすく説明し、郵便局や郵便配達の
 仕組みについて伝える

７ 各企業のセミナー・体験ブースの内容

体験ブース： お手紙がとどくまでの仕組みを学ぼう！（20分、9組×6回実施）
  お手紙をとどけるのに郵便番号や住所が必要なこと知ってるかな？
 はがきにあて名を書いてみよう！
 
・手紙が届くまでの流れについて分かりやすく説明し、郵便配達の仕組み
 について知ってもらう。
・はがきの書き方に関して、書き方の順番等をクイズ形式で説明を行うと
 ともに、実際にはがきを作成しながら理解を深める。

 日本郵便のお仕事（リレー形式、15分）
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国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）

セミナーテーマ：

・子どもたちに宇宙について知り、興味を持ってもらえるよう、ロケット
 や国際宇宙ステーションISSについて楽しく説明

・宇宙がどのように私たちの暮らしに役立っているかについて、主に地球
 観測衛星の活躍を紹介

７ 各企業のセミナー・体験ブースの内容

展示内容： パネルポスター掲示
   

  地球観測衛星について分かりやすく説明する
 パネルポスター（５～９枚）を展示。

 宇宙を知ろう！宇宙を使おう！（リレー形式、15分）
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株式会社エフピコ

セミナーテーマ：

７ 各企業のセミナー・体験ブースの内容

体験ブース： エフピコ方式の循環型リサイクル！（7分、2名×随時実施）
  『使用済み食品容器は分ければ資源になる』VRを使って360°バーチャ
 ル工場見学も体験しよう！

 ・『使用済み食品容器は分ければ資源になる（エフピコ方式の循環型
  リサイクル）』を説明するパネル(3枚）等を展示。
 ・トレーからトレーに生まれ変わる「トレーtoトレー」、ペットボトル  
  から透明容器に生まれ変わる「ボトルto透明容器」の工程をVRを
  使って360°バーチャル工場見学で体験。

 エフピコ方式のリサイクル（リレー形式、15分）
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・トレーからトレーに生まれ変わる「循環型リサイクル」を世界で最初に
   スタート

・『エフピコ方式のリサイクル』について、仕組みや効果などを分かり
  やすく説明 



参加ノベルティ

色鉛筆

オリジナルポストカード
体験レポート
ワークシート

②学びのボード

①謎解きクイズ
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８ 「学び」が広がる仕掛け

ブースでの体験・セミナー講演会場での体験に加えて、「謎解きクイズ」パネル、「学びのボード」を設置

 ①謎解きクイズ：会場に3ヶ所の謎解きクイズを設置。会場全体を楽しめる空間として演出します。
 ②学びのボード：子どもたちが学んだこと、気づいたこと、楽しかったことなど、体験した感想を付箋に記入し、
         表現できるボードを設置。      

参加者には、ノベルティをプレゼント



News Release 

【問い合わせ先】保健福祉課 課長      岡本 奈緒美 （おかもと なおみ） 

健康増進係長  桒田 沙代子 （くわだ さよこ） 

〒723-8601 三原市港町三丁目 5番 1号 電話 0848・67・6053(直通) FAX0848・64・2130 

MIHARA City 

令和５年 11月６日 

第 10回市民公開講座 がんフォーラム開催 
～あなたに知ってほしいがんのこと～ 

 

市民の健康増進とがん対策の推進を図るため、市内の保健・医療・福祉に関わる各機関が協働し

て、「第 10回市民公開講座 がんフォーラム」を開催します！ 

 

【注目ポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催概要】 

１ 開催日時  令和５年１2月 16日（土） 13時 30分～15時 30分 

２ 会 場  三原リージョンプラザ 文化ホール 

３ 参 加 費  無料 

４ 定 員  先着 350人（事前申込優先） 

５ 申込方法  専用フォーム（インターネット） 

または保健福祉課へ電話（0848-67-6053） 

 

【内 容】 

１ 特別講演 「世界一知りたい がんのひみつ」  

東京大学医学部附属病院 特任教授 中川 恵一 

２ 講 演 「がんの治療に関するお金のはなし」 

 
三原赤十字病院 MSW（医療ソーシャルワーカー） 羽田 千恵美 

 

（次ページへ続く） 

テレビや講演会でもご活躍の、 

東京大学医学部附属病院 特任教授 中川 恵一 さんを迎え、 

「世界一知りたい がんのひみつ」をテーマとして、がん検診を受けない

といけないワケや、日本におけるがんの現状をわかりやすくお伝えする

特別講演を行います。 

 

★特典★ 

来場者全員に、中川恵一さんの 

著書「大人も子どものがんを知る本」 

をプレゼント！ 

12／16 

開催 

▲ 中川 恵一 さん 

＜講師プロフィール＞ 

1985年 東京大学医学部医学科卒業、同年東京大学医学部放射線医学教室入局 

1989年 スイス Paul Sherrer Institute客員研究員 

2002年 東京大学医学部附属病院放射線科准教授 

2003年 東京大学医学部附属病院緩和ケア診療部長（兼任） 

厚生労働省：がん対策推進企業アクションアドバイザリーボード議長 

厚生労働省：がん検診のあり方に関する検討会構成員 

文部科学省：がん教育検討委員会委員 

元がん対策推進協議会委員 

申込用２次元 

バーコード 

がん治療にかかるお金の目安や、通院や治療、治療後の療養生活を経済的に支える支援制度について 

注目ポイント 



News Release 

【問い合わせ先】保健福祉課 課長      岡本 奈緒美 （おかもと なおみ） 

健康増進係長  桒田 沙代子 （くわだ さよこ） 

〒723-8601 三原市港町三丁目 5番 1号 電話 0848・67・6053(直通) FAX0848・64・2130 

MIHARA City 

３ 体験・展示・相談（16:00まで） 

(1) 体験 

・ストーマ（人工肛門・人工膀胱）用装具を触ってみよう 

・医療用かつらの無料試着 

・乳がんモデルを触って「がん」を探り当てよう 

・がん経験者におすすめするヨガ（12時 30分～13時 00分（要事前予約）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) パネル展示 

・陽子線治療の紹介    

・お口の健康と身体の健康の関係   

・広島県がんサポート薬局の紹介 ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 相談 

・がん治療による爪の変化・トラブル、スキンケア、乳がん治療後の下着などの相談 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

会場で、集団健診（２月）の予約もできます！ 

簡単に分かるものから、深

く押しても分かりづらいも

のまでありました。触って

も分からないがんは、検診

で見つけないといけない

ですね。 

（昨年度アンケートより） 

病院だけではなく

て、色んな相談窓

口があることが分

かりました。 

（昨年度アンケート

より） 

美容の専門家やがんサバイバーが、 

ゆっくり話を聞いてくれて、安心できました。 

(昨年度アンケートより) 

▲医療用かつら試着 ▲乳がんモデル体験 

▲各種パネル展示 


